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組 織 ･ 会 則
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[訃報のお知らせ]
会員の山元 昭二氏(前国立環境研究所)がご病気
のために平成22年10月21日にご逝去なされました｡
ここに､謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡
[第61回岡山実験動物研究会のお知らせ]
第61回研究会は今年6月下旬～7月中旬(金)に会
員持ち回り会場で開催を予定しています｡世話役､
日時､会場については5月 11日(水)開催の拡大常務
理事会で討議し､会員の皆様にご案内しますが､一
般講演(5題程度)を中心に企画致します｡一般講演
の演題募集を行いますので､事務局あるいは最寄り
の常務理事宛に奮ってお申し込みいただきますよう
お願い致します｡なお､一般講演の時間(質疑を含む)
は15-20分を予定しています｡
[事務局からのお知らせ1
本研究会は会員の皆様方のご支援､ご協力及びご
指導によって維持されております｡心から感謝申し
上げます｡
本研究会の運営や研究会の企画､会報の編集､内
容などにご希望､ご意見等がありましたら､ご遠慮
なく事務局(総務担当)または最寄りの常務理事まで
ご連絡下さい｡
事務局の連絡先は下記の通りです｡
〒700-8530 岡山市北区津島中1丁目1-1
岡山大学農学部 国枝 哲夫 ･熊谷多妙子
TEL:086-251-8314･8382
FAX:086-251-8388 (農学部総務係)
E-ma主1:tkunieda@cc.okavama-u.ac.ip
:トkuma@cc.okayama-u.ac.ip(熊谷)
肝:http://okayama-exp-anim.org/default.aspx
[会費納入のお廟い]
平成 22年度の年会費として､正会員は 1,000円､
賛助会員は 30,000円 (一口)を徴収致しますので､
郵便払込通知票を用いて､年会費をお振込み下さい
ますようお願い致します｡なお､会費納入は会報の
発行､送付時にお願いしております｡会報の発行､
送付が遅延していることから会費の納入は会報発行
の前年度分になりますことをご了承下さい｡
[編集後記1
第27号会報にご寄稿いただいた会員､講師の皆様
方に心から厚くお礼致します｡今回も賛助会員の皆
様に感謝と御礼の意を込めて広告掲載を致しました｡
三谷会長のご努力で会報を瞬時に海外にも発信で
きるようになりました｡引き続き会員の皆様の積極
的なご投稿をお願い致します｡
今年3月11日に東日本大震災が発生し､甚大な被
害をもたらしました｡想像を駆るかに超えた大地震
と大津波､それに伴う原子力発電所の トラブルが重
なり､いままで経験してこなかった深刻な事態に陥
っています｡多くの亡くなられた方､行方不明の方
がおられ､胸が痛みます｡一日も早い復旧 ･復興を
願っております｡今回の震災の前には鳥インフルエ
ンザが日本各地で蔓延し､これも今までになかった
ことです｡渡 り鳥が主要な原因と考えられています
が､渡り鳥と鶏などの家禽が共存できるシステムの
構築を願っています｡
昨今､実験動物を用いた動物実験は適切に実施す
ることが求められています｡平成18年に実験動物の
福祉及び動物実験に関する各種の法規制が環境省､
文部科学省､厚生労働省､農林水産省､日本学術会
議等から告示､公表され､施行されています｡本会
報では､｢動物の愛護及び管理に関する法律の改正｣
及びそれに関連した実験動物の飼養及び保管並びに
苦痛の軽減に関する基準､動物実験等の実施に関す
る基本指針､動物実験の適正な実施に向けたガイド
ライン等の骨子を紹介しました｡
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(名 称)
第 1条 本会は岡山実験動物研究会 (英文名 :
OkayamaAssociation丘)どLaboratoryAnimal
Science)と称する｡
第 2条 本会は岡山県並びに県外において実験
動物及び動物実験に関心をもつ人々によって組
織された団体である｡
(目 的)
第3条 本会は実験動物及び動物実験についての
知識の交流をはかり､あわせてこれら関連領域の
進展に寄与することを目的とする｡
(事 業)
第 4条 本会は前条の目的を達成するために次の
事業を行う｡
1.学術集会､講演会等の開催
2.会誌及び関係学術資料の刊行
3.会員相互の連絡
4.その他必要と認められる事業
(会 員)
第5条 本会の会員は次の通りとする｡
1. 正 会 員 本会の目的に賛同して､所定の
入会申込書を提出した個人とす
る｡
2.賛助会員 本会の目的に賛同し､理事会の
承認を経て所定の入会申込書を
提出した個人または法人とする
3. 名誉会員 本会の発展に功労があった者で
理事会の承認を経て推薦された
者とする｡
(役 員)
第6条 本会に次の役員をおく｡
1.理 事 15名以上25名以内 (うち､会長
1名及び常務理事若干名)
2.監 事 2名
3.評議員 若干名
(役員の選任)
第 7条 会長及び常務理事は理事の互選によりこ
れを定める｡理事は正会員の互選により選出さ
れた者とする｡監事及び評議員は理事会が選出
し､会長がこれを委嘱する｡
(役員の職務)
第 8条 役貞の職務は次の通りとする｡
1. 会長は本会を代表し､会務を統括する｡
必要に応じ理事会及び常務理事会を召集する｡
会長に事故あるときは､理事の互選により1
名を選び､会長の職務を代行する｡
2. 理事は理事会を組織 し､本会の会務を審議
し､議決する｡
3.常務理事会は会長を補佐し､庶務､会計､
渉外､集会､広報などの実務を担当する｡
4. 監事は本会の会計を監査する｡
5.評議員は評議員会を組織し､会長の諮問を
うけ､重要事項を審議する｡
(役員の任期)
第 9条 本会の役員の任期は2年とし､再選は妨
げない｡
(会 計)
第 10条 本会の経費は正会費並びに賛助会員の
会費､寄付金､その他の収入をもってこれに
あてる｡会計年度は暦年度とし､会費は別に
定める｡
(運営規則)
第 11条 本会の運営はこの会則によるが､会則の
変更は理事会の議決を経て､総会の承認を受
けることとする｡
(総会の構成)
第 12条 総会は正会員をもって組織する｡
(退 会)
第 13条 会員が脱会しようとするときは､脱会
届けを会長に提出しなければならない｡
(事務局)
第 14条 本会に事務局を置く｡
本会則は平成2年 12月1日より施行する｡
本会則は平成15年 11月28日に一部改正｡
